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（評価結果の所見） 

ダークマターは、宇宙論や宇宙物理学的要請からその存在は確実視されているが、その正体は不明

のままである。本研究領域では、我が国が保有している世界的レベルの研究施設の有効利用を軸に、

質量にして 90桁の範囲に及ぶ総合的探査を進めており、既に期待以上の成果も出てきている。特に、

アクシオンダークマターに関しては、宇宙背景放射の複屈折の存在など、ブレークスルーとなる可能

性の高い結果が得られている。 

 多くの研究分野を含む研究領域ではあるが、領域代表者のリーダーシップの下、適切に運営されて

おり、若手研究者の斬新なアイデアによる研究や分野間の融合研究も多く行われている。 

 研究期間後半では、前半で得られた観測結果の統計的有意性を示すことが重要である。また、これ

からデータが取得されるプロジェクトに依存する計画や技術開発が進行中の計画もあるが、これらに

おいても、本研究領域終了までにダークマター探索が進むことを期待したい。 

 

 

 


